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「大震災かまいしの伝承者」基礎研修
令和6年1月28日

資料 2

大震災かまいしの伝承者（第４期） 基礎研修

岩手大学地域防災研究センター
山本 英和

講義
地震のメカニズムと津波被害
ー地震編ー（30分）

日時：2024年1月28日【日】 9時20分〜10時20分
場所：釜石市立鵜住居公民館

講義の内容（地震編）
• 東北地方太平洋沖地震とはどんな地震であったの
か？

• →地震動、震度

• →地殻変動、余効変動

• 現在の地震の想定、地震動の想定、釜石市におけ
る想定

• 同一地震でも地域特性（地盤、地形等）や卓越周期等によって被害は異
なる

• 後発地震情報、最大クラスの地震・津波
• →後発地震情報とは？

• →日本海溝で発生する最大クラスの地震・津波とは？

→ 同じマグニチュードでも震源からの距離や地盤によっ
て震度（ゆれ）は異なる。

⇒東北地方太平洋沖地震の震度（ゆれ）分布は？

マグニチュード
地震のエネル
ギーの大きさ。

↓
電球でいえば
ワット数

震度
ある地点の地
震動の大きさ
を示す。

↓
机の明るさ

東北地方太平洋沖地震はマグニチュード9.0 気象庁震度階
級表

全部で10階級

震度4あたりからほとん
どの人が気づく。

震度5弱から被害が出始
める。

震度5強あたりが確実に
被害が発生する目安。
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最大震度７
（宮城県栗原市）

震度５強（オレンジ）以上の領域がどのくらいまで広がっているのか？
震度６強（ピンク）の領域は？
釜石の震度は？

東北地方太平洋沖地震の計測震度分布

６弱

７

地震の揺れは、震源、伝播、地盤特性で決まる！

⇒発表された震度がたとえ6弱でも
場所によっては6強や7の地域もある

奥州市前沢区
４月余震時
住宅全壊集中●

住民アンケートによる４月
７日の余震の震度調査

メッシュの暖色が揺れが
大きかった場所

住宅被害が集中した地域
（前沢区五十人町）では震
度６強が大半を占めてい
る。
５強では被害はほぼ無い。
（赤丸印が住宅全壊）

４月

一関市における詳細震度分布
３月（本震）と４月（余震）の比較

３月

・震源地から遠い西側が強く揺れている。
・一関西側の赤荻地区では3月、4月、共に揺れている。
・建物の全壊被害も発生していた。

暖色が震度が
大きい場所
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